
表 3420　残存腎機能（一日尿量）(mL/日)　治療方法（新分類）別 （腹膜透析単独患者）

治療方法
（新分類）

100未満 100～ 400～ 800～ 1200～ 1600～ 合計 記載なし 総計 平均 標準偏差

腹膜透析
（CAPD）

255 396 583 511 251 160 2,156 1,922 4,078 723.94 561.52

（％） (11.8) (18.4) (27.0) (23.7) (11.6) (7.4) (100.0)
腹膜透析

（APD）
157 177 323 348 161 121 1,287 1,006 2,293 783.37 580.55

（％） (12.2) (13.8) (25.1) (27.0) (12.5) (9.4) (100.0)
腹膜透析
（CCPD）

83 99 112 79 32 15 420 313 733 554.70 499.82

（％） (19.8) (23.6) (26.7) (18.8) (7.6) (3.6) (100.0)
合計 495 672 1,018 938 444 296 3,863 3,241 7,104 725.34 565.30
（％） (12.8) (17.4) (26.4) (24.3) (11.5) (7.7) (100.0)

記載なし
（％）
総計 495 672 1,018 938 444 296 3,863 3,241 7,104 725.34 565.30
（％） (12.8) (17.4) (26.4) (24.3) (11.5) (7.7) (100.0)

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
*腹膜透析（CCPD）は、APDと手動のバック交換の両方を行うもの
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